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二十歳のつどい令 和 ８ 年 度
柳津町成人式

「ともに育って」 故 郷の誇りを胸に未 来へ ――

８
月
15
日（
土
）、
つ
き
み

が
丘
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、「
令
和
８
年
度
柳
津
町

成
人
式
（
二
十
歳
の
つ
ど

い
）」が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
ス
ー
ツ
や
ド
レ
ス

姿
の
16
名
が
集
い
、
旧
友
や

恩
師
と
の
再
会
に
笑
顔
の
花

を
咲
か
せ
ま
し
た
。 

式
典
で
は
、
新
成
人
を
代

表
し
て
二
瓶
真
桜
さ
ん（
諏

訪
町
）に
成
人
証
書
が
授
与

さ
れ
、
小
林
陽
さ
ん（
砂
子

原
）が「
家
族
や
地
域
の
温
か

い
支
え
に
感
謝
し
、
柳
津
で

育
っ
た
誇
り
を
胸
に
責
任
あ

る
大
人
と
し
て
歩
ん
で
い
き

ま
す
」と
力
強
く
誓
い
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。 

式
典
後
に
は
杉
浦
哲
郎
さ

ん
と
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に

よ
る
記
念
演
奏
会
が
開
か

れ
、
心
に
染
み
入
る
美
し
い

音
色
と
と
も
に
、
二
十
歳
の

晴
れ
や
か
な
門
出
を
祝
い
ま

し
た
。

１．出席者全員で記念撮影
２．成人証書授与を務めた二瓶真桜さん
３．新成人の皆さんへ町長よりお祝いのことば
４．成人宣誓を務めた小林陽さん
５．家族の前でポーズを決めて
６．チェキで記念に一枚
７．思い出の一枚をパシャリ
８．真剣な表情で式典に参加する新成人の皆さん
９．杉浦哲郎さんと弦楽アンサンブルによる
　　記念演奏会
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2 0歳 おめでとうございます!
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柳津町の出来事（～９月初旬）

西山小学校少年消防クラブ

柳津町、10年ぶりに１年間の無火災を達成

紺綬褒章伝達式

支所地区で交通安全を呼びかけ

個人県民税優良町知事感謝状 01

05

03

02

04

７
月
１４
日（
火
）、
柳
津
町
立
西
山
小
学

校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
、
少
人
数
な
が
ら

地
域
の
防
火
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
、
会
津
若
松
地
方
広
域

防
火
委
員
会
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

表
彰
状
は
、
会
津
坂
下
消
防
署
柳
津
出
張

所
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
、
子
ど
も
た
ち
の
防
火
・

防
災
へ
の
意
識
も
一
層
高
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
防
火
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

９
月
１
日（
火
）、
柳
津
町
が
１
年
間
の

無
火
災
を
達
成
し
た
こ
と
を
受
け
、
会
津

若
松
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合
消
防

本
部
か
ら
会
津
坂
下
消
防
署
柳
津
出
張
所

へ
表
彰
が
あ
り
、
会
津
坂
下
消
防
署
長
・

柳
津
出
張
所
長
が
柳
津
町
役
場
を
訪
れ
、

小
林
町
長
に
受
彰
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

柳
津
町
で
は
、
１０
年
ぶ
り
に
１
年
間
の

無
火
災
を
達
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
空
気
が
乾
燥
し
、
暖
房
器
具

を
使
用
す
る
季
節
を
迎
え
ま
す
。
火
災
を

起
こ
さ
な
い
・
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

７
月
３１
日（
金
）、
紺
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
松
島
俊
宏
氏（
広
島
県
在
住
）へ
の
褒

章
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
副
町
長
よ
り
褒
章
記

お
よ
び
褒
章
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

松
島
俊
宏
氏
は
、
こ
れ
ま
で
ご
自
身
が
収

集
さ
れ
て
き
た
作
品
を
通
じ
て
、
多
く
の
方

に
斎
藤
清
の
素
晴
ら
し
さ
に
触
れ
て
い
た
だ

く
機
会
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
と
の
ご
意
思
か

ら
、
令
和
６
年
１２
月
に
、
斎
藤
清
作
品
お
よ

び
関
連
資
料
74
件
を
や
な
い
づ
町
立
斎
藤
清

美
術
館
所
蔵
品
と
し
て
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
当
館
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
適
切
に
収
蔵
・
保
管
し
、
今

後
の
展
覧
会
で
の
公
開
を
は
じ
め
、
教
育
普

及
活
動
等
に
も
活
用
し
な
が
ら
、
多
く
の
皆

さ
ん
に
幅
広
く
ご
鑑
賞
い
た
だ
け
る
機
会
を

設
け
て
ま
い
り
ま
す
。

８
月
１４
日（
金
）、
湯
八
木
沢
ト
ン
ネ
ル

付
近
に
お
い
て
、
交
通
安
全
協
会
西
山
分

会
の
主
催
に
よ
り「
に
し
や
ま
交
通
安
全

ミ
ニ
テ
ン
ト
村
」が
、
柳
津
町
交
通
安
全

対
策
協
議
会
お
よ
び
会
津
坂
下
警
察
署
の

協
力
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

通
過
車
両
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全

啓
発
資
料
と
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
願
い

を
込
め
た「
あ
わ
ま
ん
じ
ゅ
う
」を
手
渡

し
、
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

８
月
１９
日（
水
）、
個
人
県
民
税
優
良
町

知
事
感
謝
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
玉
川
会

津
地
方
振
興
局
局
長
よ
り
感
謝
状
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
感
謝
状
は
、
個
人

県
民
税
の
収
納
率
が
優
良
で
あ
る
市
町
村

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後

も
皆
さ
ん
と
役
場
の
協
同
に
よ
り
、
適
正

な
納
税
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
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9
月
5
日（
土
）、
柳
津
町
防
災
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

第
１
現
場
の
軽
井
沢
銀
山
で
は
、

会
津
坂
下
消
防
署
柳
津
出
張
所
の
指

導
の
も
と
、
町
消
防
団
が
林
野
火
災

を
想
定
し
た
放
水
・
消
火
活
動
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。
消
火
方
法
や
活

動
時
の
注
意
点
を
学
び
、
実
際
に
資

器
材
を
使
用
し
て
実
践
的
な
動
き
を

確
認
し
ま
し
た
。

第
2
現
場
の
石
神
地
区
で
は
、
地

域
住
民
が
消
火
器
や
消
火
栓
の
正
し

い
使
い
方
を
学
ぶ
初
期
消
火
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。
消
防
団
に
よ
る
放

水
訓
練
も
行
わ
れ
、
き
び
き
び
し
た

動
き
で
実
施
し
ま
し
た
。

第
３
現
場
の
柳
津
小
学
校
体
育
館

で
は
、
防
災
備
蓄
品
の
使
用
訓
練
と

柳
津
町
赤
十
字
奉
仕
団
に
よ
る
炊
き

出
し
訓
練
が
行
わ
れ
、
温
か
い
豚
汁

と
お
に
ぎ
り
が
参
加
者
に
ふ
る
ま
わ

れ
ま
し
た
。

小
学
生
を
は
じ
め
多
く
の
子
ど
も

た
ち
も
参
加
し
、
実
際
に
機
材
に
触

れ
、
防
災
意
識
を
高
め
る
良
い
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。
災
害
は
い
つ

発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ご
家

庭
で
も
日
頃
の
備
え
や
避
難
経
路
に

つ
い
て
、
ぜ
ひ
話
し
合
っ
て
み
ま
し

ょ
う
。
訓
練
に
参
加
・
協
力
さ
れ
た

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

高齢者交通安全教室06

８
月
２９
日（
土
）、
地
域
住
民
交
流
セ
ン
タ

ー
ゆ
き
げ
館
に
お
い
て
、
交
通
安
全
協
会
西

山
分
会
の
主
催
で
、
会
津
坂
下
警
察
署
の
講

師
に
よ
る
高
齢
者
交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
津
坂
下
警
察
署
の
交
通
安
全

講
話
で
は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
の
た

め
に
心
掛
け
る
こ
と
や
、
道
路
交
通
法
の
改

正
な
ど
を
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
危
険
予
測
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
装
置
に

よ
り
、
実
際
の
事
故
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ

ー
映
像
か
ら
、
何
が
起
こ
っ
た
の
か
を
解
説

い
た
だ
き
、
事
故
を
防
ぐ
対
策
に
つ
い
て
ご

指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
交
通
安
全
に
対

す
る
認
識
を
深
め
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
気
を
付
け
て
事
故
の
な
い
よ
う
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

専任移住定住コーディネーター着任07

９
月
１
日（
火
）、
柳
津
町
専
任
移
住
定

住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
滝
沢
知
美
さ

ん
が
着
任
し
ま
し
た
。
滝
沢
さ
ん
は
、
令

和
５
年
９
月
１
日
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
着
任
し
、
３
年
間
に
わ
た
り
、
ふ

る
さ
と
納
税
業
務
を
担
当
し
ま
し
た
。
寄

付
額
の
増
加
に
向
け
た
ふ
る
さ
と
納
税
サ

イ
ト
の
管
理
や
、
返
礼
品
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ

イ
ン
な
ど
に
取
り
組
み
、
令
和
８
年
８
月

31
日
に
３
年
間
の
任
期
を
満
了
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
て
つ
な
が
っ
た
寄

付
者
の
皆
さ
ん
と
町
を
つ
な
ぎ
、
関
係
人

口
の
創
出
や
移
住
定
住
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
く
予
定
で
す
。

お台場交流事業08

８
月
10
日（
月
）・
11
日（
火
・
祝
）、
子

ど
も
た
ち
23
名
を
は
じ
め
と
す
る
、
総
勢

34
名
の
お
台
場
地
区
の
皆
さ
ん
が
、
柳
津

町
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

初
日
は
花
火
大
会
を
楽
し
ん
だ
り
と
、

２
日
間
に
わ
た
っ
て
柳
津
町
な
ら
で
は
の

様
々
な
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

温
泉
堀
体
験
や
も
の
づ
く
り
体
験
な
ど

を
通
し
、
柳
津
町
の
歴
史
や
自
然
そ
れ
か

ら
美
味
し
い
食
べ
物
ま
で
、
柳
津
町
の
良

さ
や
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
、
と
て

も
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

全国大会出場選手壮行会・結果報告会

柳津町防災訓練

09

10

8
月
18
日（
火
）、
全
国
大
会
に

出
場
し
た
３
名
の
選
手
の
壮
行

会
・
結
果
報
告
会
が
行
わ
れ
大
会

結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

牧
野 

友
香
選
手（
会
津
高
等
学

校
２
年
・
出
倉
）は
、
ロ
ー
イ
ン
グ

（
ボ
ー
ト
）競
技
で
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
女
子
舵
手
つ
き
フ
ォ
ア
プ
ル
全

国
第
５
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

町
が
確
認
し
て
い
る
記
録
で
は
、

初
の
夏
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
入
賞
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
国
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
女
子

シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
で
優
勝
し
、
９

月
の
本
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得

し
ま
し
た
。

三
宅 

羚
央
奈
選
手（
会
津
柳
津

学
園
中
学
校
３
年
・
黒
滝
）は
、
女

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
全
国
中
学
校

体
育
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
県

大
会
・
東
北
大
会
を
制
し
、
３
度

目
の
全
国
大
会
出
場
を
果
た
し
ま

し
た
。

齋
藤 

希
帆
選
手（
会
津
柳
津
学

園
中
学
校
１
年
・
石
神
）は
、
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
第
26
回
全
日
本

中
学
生
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。
県
選
手
権
大

会
で
優
勝
し
、
２
年
連
続
２
度
目

の
全
国
大
会
出
場
と
な
り
ま
し
た
。
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ミ

「やないづの石で赤べこを
つくろう！」

10
12

25

（月・祝）

講師：会津大学短期大学部
学生

葉山亮三先生

参加費無料・随時受付

対象：未就学児以上

10
30-31

10
31

10

日曜美術部

柳津の石を使って、赤べこ！？を

作りませんか？どんな赤べこができるかな？

10

17（土）

墨画の大作！
斎藤清《柳津の全景》へ
いたる軌跡

14:00-15:30

10:00-12:00

13:30-15:30

聴講無料・当日受付

講師：伊藤たまき

（当館学芸員）

《柳津の全景》をご存じですか？

圓蔵寺から一王町までの約 8ｍ

におよぶ大パノラマを描いた作

品。そのつくられた秘話と柳津

町との深い縁を語ります！

学芸員講座

（日）

24

10

（土） 10:30-12:00

秋の柳津町をお散歩しませんか ?

「やないづと音」の作品や

「斎藤清と町民の記憶」について

ご紹介！

参加費無料・随時受付　

対象：どなたでも
10:30-12:00
参加費無料・随時受付　

対象：どなたでも

秋
の
や
な
い
づ
散
歩

CONNECTION⇔COLLECTION
chapter２　彼を愛する人たちとともに

展示のお知らせ

10.3（土）-11.23( 月・祝 )

ついに第２章がはじまります！

11月末から来年の春まで休館に入るため、

作品を見られるのも少なくなってしまいます。

ぜひ、芸術の秋に美術館へ！

や
な
い
づ
と
音-

音
の
あ
わ
い
で-

斎
藤
清
と
町
民
の
記
憶

＆

10.3（土）-11.23( 月・祝 )

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ア
ー
カ
イ
ブ
事
業

中間展示がはじまります

場所：美術館アートテラス

　　　斎藤清アトリエ館

　　　旧小林青果店

　　　（「交差展」連携企画）

※旧小林青果店のみ、11月 30 日まで

「
や
な
い
づ
と
音
」
展
で
は
、
武

蔵
野
美
術
大
学
の
学
生
た
ち
と

音
を
テ
ー
マ
に
し
た
ド
ロ
ー
イ

ン
グ
作
品
や
語
り
・
お
祭
り
な

ど
を
ご
紹
介
。

さ
ら
に
、「
斎
藤
清
と
町
民
の
記

憶
」
展
で
は
、
作
品
を
通
し
て

語
ら
れ
る
町
民
の
声
を
展
示
し

ま
す
。

詳
細
は
後
日

　
　や

　
　等
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
！

14:00-15:00
聴講無料

昔語り「笑美の会」
場所：美術館ホール

武蔵野美術大学の学生
with 背景音楽
ライブペインティング

場所：旧小林青果店前
　　　美術館アートテラス

関
連
イ
ベ
ン
ト

SNS

HP

あーとてらす de モ
ヤ
ッ
と
ー
く

　
今
ち
ょ
っ
と
話
し
た
い
こ
と

「SNSって」

スマホ中毒の現代社会。

その向き合い方を探ります。

道の駅周辺の公共施設再編と観光誘客に向けた取り組み vol.２11
■
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業

　
（
ふ
る
さ
と
再
生
事
業
）の
活
用

ふ
る
さ
と
再
生
事
業
と
は
？

市
町
村
等
が
地
域
再
生
に
取
り

組
も
う
と
す
る
際
の
課
題
へ
の
対

応
に
つ
い
て
、
そ
の
課
題
に
対
応

で
き
る
外
部
専
門
家
を
活
用
し
て

地
域
住
民
主
体
に
よ
る
持
続
可
能

な
実
施
体
制
を
構
築
し
、
地
域
資

源
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
、

観
光
・
農
林
水
産
業
等
の
振
興
に

よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
、
地
域

へ
の
移
住
・
定
住
の
促
進
、
関
係

人
口
の
創
出
等
を
図
る
た
め
に
実

施
す
る
事
業
に
対
し
、
財
団
が
そ

の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

　
外
部
専
門
家

㈱四万十ドラマ
畦地　履正さん
※Ｒ７年度～

共同印刷㈱
内田　美和さん
※Ｒ７年度～

山から㈱
柳沼　陽介さん
※Ｒ７年度～

㈱わらびの
畠中　智子さん
※Ｒ８年度～

㈱バンデザインスタジオ
坂東　真奈さん
※Ｒ８年度～

全体のコーディネート商品開発販路開拓ファシリテーションデザイン

令和７年度の取組み

◆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
視
察
、
勉
強

会
を
通
じ
て
確
認
で
き
た
こ
と

①
道
の
駅
を
販
売
の
拠
点
と
し
て
改

修
、
運
営
体
制
の
見
直
し
が
必
要

と
の
合
意
形
成
が
図
ら
れ
た
。

②
商
品
開
発
の
必
要
性
。
あ
わ
ま
ん

じ
ゅ
う
に
次
ぐ
お
土
産
品
や
柳
津

町
へ
来
な
け
れ
ば
食
べ
ら
れ
な
い

も
の
の
開
発
が
必
要
で
あ
る
こ
と

の
共
通
認
識
が
持
て
た
。

③
視
察
研
修
で
、
運
営
者
か
ら
コ
ン

セ
プ
ト
や
運
営
方
法
を
学
び
、
交

通
量
が
少
な
い
地
域
で
の
運
営
も

工
夫
や
商
品
開
発
等
に
よ
り
、
旅

行
の
目
的
地
と
な
る
道
の
駅
に
な

れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

ワークショップの様子 試作品の試食 道の駅四万十とおわへの視察

地域商社勉強会の様子
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令和７年度決算から見る まちの財政事情

5年間の一般会計決算額の推移

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000
歳出
歳入

76543

（単位：万円）

（年度）

歳入用語の説明

歳出（目的別）用語の説明

歳出（性質別）用語の説明

町税	�������町民の皆さんや町内企業が町に納
める税金

繰越金	������前年度からの繰越金
繰入金	������主に積立金（基金）の取り崩しによ

る一般会計への繰入金
使用料および手数料	各種施設の使用料や住民票の交付

手数料など
地方交付税	����国から財源不足の地方に交付され

る資金
地方債	������特定の目的のために、国や銀行か

ら借り入れる資金
国庫・県支出金	��特定の目的のために、国や県から

交付される資金
地方譲与税	����国税として徴収した自動車重量譲

与税や地方揮発油譲与税の一部か
ら町へ配分される資金

総務費	����町政全般の管理などに使われる経費
公債費	����これまでに町が借り入れたお金の返済に

充てる経費
民生費	����高齢者・障がい者・児童などの福祉に使

われる経費
土木費	����町道、町営住宅などの整備や管理に使わ

れる経費
教育費	����教育、文化・スポーツの振興などに使わ

れる経費
農林水産業費	�農林水産業の振興、農道・林道などの整

備に使われる経費
諸支出金	���いずれにも分類されない経費
災害復旧費	��災害被害の復旧に使われる経費
消防費	����消防、水防、災害対策に使われる経費
商工費	����観光・商工業の振興に使われる経費
衛生費	����健診や予防接種、ごみ処理などに使われる経費
議会費	����議員報酬や議会運営に使われる経費

投資的経費	��施設や道路の建設、災害復旧に使われる経費
人件費	����職員の給料や議員報酬など
補助費等	���消防署、ごみ処理施設の負担金、町の個人

や各種団体に交付する補助金などの経費
公債費	����これまでに町が借り入れたお金の返済に

充てる経費
物件費	����消耗品、光熱水費、電話料金、施設の管

理委託料などに使われる経費
維持補修費	��施設や道路を維持するための経費
繰出金	����国民健康保険や介護保険などの特別会計の

事業経費を負担するために支出する経費
扶助費	����子どもや高齢者、障がい者を援助するた

めの経費
投資および出資金・貸付金	�地方公営企業会計への出資金、町が貸し

付けるための経費
積立金	����基金（預金）へ積み立てるための経費

過去５年間の歳入歳出決算は、40億円台の規模で推移
しています。

町税
41,511
（9.1％）

地方債
35,890
（7.8％）

県支出金
30,018
（6.6％）

国庫支出金
32,704
（7.1％）

その他の収入
22,154（4.8％）

地方交付税
248,239（54.1％）

繰越金
20,459
（4.5％）

地方譲与税
7,567（1.7％）

その他の交付金
10,159（2.1％）

繰入金 4,928（1.1％）
使用料および手数料 5,203（1.1％）

依存財源 79.4％

単位：万円（構成比）

自主財源
20.6％

歳入
45億8,832万円
（前年度比2.7％増）

補助費等
89,935
（20.6%）

土木費
31,257
（7.2%）

民生費
63,019
（14.5%）

公債費
54,602
（12.5%）

物件費
70,409
（16.2%）

繰出金
17,907（4.1%）

商工費 22,319（5.1%）
消防費 22,975（5.3%）

諸支出金
31,483
（7.2%）

扶助費 17,967（4.1%） 投資および出資金・貸付金 7,021（1.6%）
積立金 14,769（3.4%）

維持補修費
19,136
（4.4%）

農林水産業費
35,765
 （8.2%）

投資的経費
    63,428
       （14.6%）

総務費
100,276
（23.0%）

公債費
54,602
（12.5%）

人件費
80,653
（18.5%）

議会費 5,550
（1.3%）

衛生費 12,129（2.8%）

単位：万円（構成比）

歳出
43億5,827万円
（前年度比2.3％増）

教育費
     54,639
        （12.5%）

災害復旧費
1,813（0.4%）

令和７年度　特別会計・公営企業会計の決算状況

地方債残高・基金残高の推移（資料：地方財政状況調査）

令
和
７
年
度
に
お
け
る
一
般
会
計
の
決

算
は
、
歳
入
総
額
４
５
億
８
，
８
３
２
万

円
、
歳
出
総
額
４
３
億
５
，
８
２
７
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
額
は
２

億
３
，
０
０
５
万
円
で
、
そ
こ
か
ら
令
和

８
年
度
へ
繰
越
す
べ
き
財
源
３
，
９
１
５

万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
１
億

９
，
０
９
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

○  

歳　
　
入

前
年
度
比
１
億
２
，
１
６
６
万
円
、
率

に
し
て
２
．
７
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

自
主
財
源
が
全
体
の
２
0
．
６
％
で
、

前
年
度
比
２
，
９
６
０
万
円
、
３
．
２
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
う
ち
、
町
民
税

で
前
年
度
比
１
，
６
４
４
万
円
、
１
４
．

９
％
の
増
、
固
定
資
産
税
は
前
年
度
比

１
，
６
８
０
万
円
、
０
．
７
％
の
減
で
２

億
５
，
３
３
７
万
円
と
な
り
、
町
税
全
体

で
は
前
年
度
比
１
，
４
０
８
万
円
、
３
．

５
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
依
存
財
源
は
全
体
の
７
９
．

４
％
を
占
め
、
前
年
度
比
9
，
２
０
６
万

円
、
２
．
６
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
う

ち
、
普
通
交
付
税
が
前
年
度
比
２
，
８
８

０
万
円
、
１
．
３
％
の
増
等
地
方
交
付
税

全
体
で
前
年
度
比
６
，５
４
７
万
円
、２
．

７
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

依
然
と
し
て
自
主
財
源
に
乏
し
く
、

国
・
県
に
依
存
す
る
割
合
が
高
い
財
政
状

況
に
あ
り
ま
す
。

○  

歳　
　
出

前
年
度
比
９
，
６
１
９
万
円
、
率
に
し

て
２
．
３
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

義
務
的
経
費
が
前
年
度
比
４
，
３
０
６

万
円
、
２
．
７
％
の
減
と
な
り
、
歳
出
全

体
の
３
５
．
１
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
普
通
建
設

事
業
費
で
前
年
度
比
１
，
８
１
３
万
円
、

２
．
９
％
の
減
、
災
害
復
旧
事
業
費
で
前

年
度
比
２
億
３
，
０
１
９
万
円
、
９
２
．

７
％
の
減
と
な
り
、
投
資
的
経
費
全
体
と

し
て
前
年
度
比
２
億
４
，
８
３
２
万
円
、

２
８
．
１
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う

た
め
に
一
般
会
計
と
区
別
し
て
処
理
す
る

会
計
で
、
柳
津
町
に
は
５
つ
の『
特
別
会

計
』が
あ
り
ま
す
。

公
営
企
業
会
計
と
は
、
地
方
公
営
企
業

法
に
基
づ
き
複
式
簿
記
や
発
生
主
義
に
よ

る
会
計
処
理
を
行
う
も
の
で
、
柳
津
町
に

は
２
つ
の『
公
営
企
業
会
計
』が
あ
り
ま
す
。

一
般
会
計
に
お
い
て
は
新
規
発
行
額
が

償
還
元
金
を
下
回
っ
た
こ
と
か
ら
、
前
年

度
比
１
億
７
，
６
３
５
万
円
減
の
３
４
億

１
，
５
６
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

  

１
． 

一
般
会
計

  

２
． 

特
別
会
計

  

４
． 

地
方
債
の
残
高

  

３
． 

公
営
企
業
会
計

単位：万円、％
歳入・収入 歳出・支出

令和７年度 令和６年度 差　引 増減率 令和７年度 令和６年度 差　引 増減率

特 

別 

会 

計

土 地 取 得 事 業 8 8 0 0.0 0 0 0 0.0

国民健康
保　　険

事業勘定 36,094 40,077 △ 3,983 △ 9.9 34,350 39,029 △ 4,679 △ 12.0

施設勘定 6,260 6,054 206 3.4 6,106 5,844 262 4.5

後期高齢者医療 6,411 6,119 292 4.8 6,387 6,099 288 4.7

介 護 保 険 62,896 64,033 △ 1,137 △ 1.8 61,883 62,604 △ 721 △ 1.2

町営スキー場事業 1,477 905 572 63.2 1,467 395 1,072 271.4

合　　　計 113,146 117,196 △ 4,050 △ 3.5 110,193 113,971 △ 3,778 △ 3.3

公
営
企
業
会
計

簡 易 水 道 事 業
（ 収 益 的 収 支 ） 29,860 26,082 3,778 14.5 28,034 25,718 2,316 9.0
簡 易 水 道 事 業

（ 資 本 的 収 支 ） 43,456 17,466 25,990 148.8 43,459 21,605 21,854 101.2
下 水 道 事 業

（ 収 益 的 収 支 ） 30,627 29,178 1,449 5.0 29,715 28,803 912 3.2
下 水 道 事 業

（ 資 本 的 収 支 ） 5,247 7,226 △ 1,979 △ 27.4 7,655 9,911 △ 2,256 △ 22.8

合　　　計 109,190 79,952 29,238 36.6 108,863 86,037 22,826 26.5

区分

会計名

令和７年度は、第６次柳津町振興計画の５年目であり、まちの将来像「みらい創生。ひと・ゆめ・れきしをつな
ぐまち」の実現に向け、計画の着実な推進と、持続可能な行財政運営の確立を目指し、各種事業を実施しました。

今月は昨年度、町のお金がどのように使われたのか概要をお知らせします。

（
単
位：万
円
）

（年度）

公営企業会計地方債残高
一般会計地方債残高
基金残高

0
100,000
200,000
300,000
400,000
500,000
600,000

76543

公
営
企
業
会
計
に
お
い
て
は
、
新
規
発

行
額
が
償
還
元
金
を
上
回
っ
た
こ
と
か
ら
、

前
年
度
比
１
０
，
５
９
１
万
円
増
の
１
０

億
９
，
７
８
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
に
お
い
て
は
、
財
政
調
整
基

金
の
積
み
立
て
、
減
債
基
金
や
雇
用
対
策

基
金
等
の
取
り
崩
し
に
よ
り
、
前
年
度
比

９
，
８
９
１
万
円
増
の
２
９
億
４
，
２
５

１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
安
定
し
た
財
政
運
営
を
維
持
す

る
た
め
に
基
金
の
適
切
な
積
み
立
て
お
よ

び
取
り
崩
し
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

  

５
． 

基
金
の
残
高
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１．豊かな心を育むまちづくり 【教育・生涯学習・スポーツ・芸術・歴史・文化】

５．協働による健全で開かれたまちづくり 【コミュニティ・町民協働・地域・行財政・広報広聴】

２．健康で安心して暮らせるまちづくり 【子育て・保育・健康・医療・衛生・福祉・介護・消防・防災・防犯・交通安全】

４．快適でうつくしいまちづくり 【道路・景観・上下水道・環境・エネルギー・情報・デジタル】

３．活力ある産業と賑わいと交流のあるまちづくり 【農林業・観光業・商工業・雇用・移住定住・交流・住宅】

令和７年度の主な事業（単位：万円）

学校教育学力向上対策事業 1,959

学校・地域スポーツアドバイザー事業 261

活性化施設管理運営事業 8,135

縄文館活用事業 1,437

地区集会所改修補助事業 625

まちづくり支援事業 540
コミュニティ補助事業 250
ふるさと納税事業 2,778
広報やないづ事業 229

学校給食費無償化事業 1,369

健康教室事業 66

交通安全対策事業 164

小型動力ポンプ・整備事業 480

DX推進事業 56

景観計画策定事業 475

町民バス運行事業 4,112

河川維持管理事業 100

物価高騰対策事業 2,174

ふくしま森林再生事業 6,868

森林環境譲与税事業 1,160

ふくしまDC事業 228

住まいづくり支援事業 1,429

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

各財政指標の
解 説

普通会計等の実質赤字額
の標準財政規模に対する
比率

全会計を対象とした実質
赤字額の標準財政規模に
対する比率

普通会計等が負担する地方債元
利償還金および準元利償還金の
標準財政規模に対する比率

普通会計等が将来負担す
べき実質的な負債の標準
財政規模に対する比率

令 和 ７ 年 度 — — 7.2 —
令 和 ６ 年 度 — — 6.9 —
令 和 ５ 年 度 — — 6.1 —
令 和 ４ 年 度 — — 5.4 —
令 和 ３ 年 度 — — 4.9 —
早期健全化基準 15.00 20.00 25.0 350.0
財 政再生基準 20.00 30.00 35.0

土 地 取 得 事 業
特 別 会 計

町営スキー場事業
特 別 会 計

簡 易 水 道 事 業
会 計

下 水 道 事 業
会 計

令 和 ７ 年 度 — — — —
令 和 ６ 年 度 — — — —
令 和 ５ 年 度 — — — —
令 和 ４ 年 度 — — — —
令 和 ３ 年 度 — — — —
経営健全化基準 20.0

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度
町 民 税 101 162 156 215 163
固 定 資 産 税 280 327 349 358 283
軽 自 動 車 税 3 8 14 7 16
特 別 土 地 保 有 税 0 0 0 0 0
町 税 合 計 384 497 519 580 462
農 地 災 害 分 担 金 0 0 0 0 0
放課後支援事業負担金 0 0 0 0 0
保 育 所 負 担 金 0 0 0 0 0
住 宅 使 用 料 309 302 314 302 415
奨 学 資 金 貸 付 金 0 0 0 0 0
一 般 会 計 合 計 693 799 833 882 877
国 民 健 康 保 険 税 821 964 800 800 644
後 期 高 齢 者 保 険 料 △ 2 0 6 0 0
介 護 保 険 料 123 134 127 180 183
簡 易 水 道 使 用 料 316 291 405 437 481
下 水 道 使 用 料 110 79 60 82 101
全 会 計 合 計 2,061 2,267 2,231 2,381 2,286

柳津町健全化判断比率の状況

町税等滞納額の推移

※令和７年度の決算に基づく算定の結果、柳津町ではいずれの指標も基準を大幅に下回る良好な数値となっています。表中の「－」とは、実
質赤字比率、連結実質赤字比率では「黒字」を、将来負担比率では「負担なし」を、資金不足比率では「不足なし」を意味します。

※令和７年度町税等滞納繰越額は、前年度から約95万円減少しています。なお、一部回収不可能分については不能欠損処分となって
います。今後も納税・納付者の自主的納税意識の啓発を図りながら、定期的な督促を行い、現年度の収納率を高めていきます。また、
納付交渉に応じていただけない方については徴収強化に努めることはもちろんのこと、預金・債券等の差押、水道等の使用停止、連
帯保証人への納入依頼等、町の貴重な収入財源の確保と納税者等との公平性を保つため毅然とした態度で滞納整理を実施します。

◆健全化判断比率 単位：％

単位：％

単位：万円
年度税目等

◆資金不足比率（公営企業ごとの資金不足の比率）

▲縄文土器（縄文館活用事業）

▲健康教室のようす（健康教室事業）

▲圓藏寺茶会のようす（ふくしまDC事業）

▲町民ワークショップのようす（景観計画策定事業）

▲地区の除雪機の整備（コミュニティ補助事業）



柳津町からのお知らせ
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会津やないづフォトコンテスト2026受賞作品決定！
～ ふくしまDC特別企画 ～

01
柳津町の美しい自然や風景、伝統行事など、町の魅力を写真を

通して広く発信することを目的に開催した「会津やないづフォト
コンテスト2026」の受賞作品が決定しました。

今年も、町内外の皆さんから柳津町ならではの魅力を捉えた多
くの作品をご応募いただきました。

厳正な審査の結果、最優秀賞をはじめとする12作品を受賞作品
として選出しました。どの作品も、撮影された方それぞれの視点
から柳津町の自然や風景、伝統、日常の一瞬を切り取った、素晴
らしい作品です。

受賞された皆さん、誠におめでとうございます。また、たくさ
んのご応募をいただき、ありがとうございました。

問　地域振興課観光商工係　℡０２４１－４２－２１１４

⃝ 最優秀賞 ⃝

⃝ 優秀賞 ⃝ ⃝ 町長賞 ⃝

⃝ 商工会長賞 ⃝

⃝ 赤べこ賞 ⃝
⃝ 赤べこ賞 ⃝

⃝ 赤べこ賞 ⃝ ⃝ 赤べこ賞 ⃝ ⃝ 赤べこ賞 ⃝

⃝ 観光物産協会長賞 ⃝

⃝ 文化協会長賞 ⃝
⃝ 特別審査員賞 ⃝

かか 「小さい秋、見つけた♪」

江花鳳美 「緊張するね。」

untenshi_m
「夜も元気な福太郎」

mimimi_beko
「赤べこさん、アイス食べる？」

鈴木真樹
「やなぎまる駅長のお悩み相談室」

yoshi
「姪と愛犬」

山内凱世
「赤べこのかぞくだよ」

遠藤正記 「雪深し」佐藤眞吾 「優雅に」 五十嵐眞衣 「ちょっと大きくなった後ろ姿」

大島市郎 「寒光の飛沫」 佐藤智也 「今日～もいい天気～♪」

柳津町高齢者生活福祉センター居住部門 入居者を募集します

柳津町役場前で献血実施のお知らせ

02

03

柳津町高齢者生活福祉センター居住部門（冬期間）の入居者の申し込み受付を行います。
入居を希望される方は下記により申請ください。

■入居要件　・柳津町に住居を有するおおむね65歳以上の一人暮らし
　　　　　　　または夫婦のみの世帯の方で持ち家を有している方
　　　　　　・健康状態に問題がなく日常生活が自立している方
　　　　　　・介護度が要支援までの方
　　　　　　・面倒を見てくれる子等が近隣にいない方
　　　　　　・立地条件が悪く冬期間日常生活を営むことが非常に困難である方
■申請期間　令和８年10月１日（木）～令和８年10月23日（金）
　　　　　　（土・日・祝日を除く平日の８：30～17：15）
■入居開始　令和８年12月（予定）からとなります
■申 込 先　町民課住民福祉係
　　　　　　（西山支所では申込みを受け付けませんのでご注意ください。）

※入居申請書等必要書類は、町民課窓口および西山支所に備え付けてあります。
※入所申請者が定員を超える場合等には、入所要件等を勘案し総合的に判断し決定いたします。
　不明な点がございましたらお問い合せください。

問　町民課住民福祉係　℡０２４１－４２－２１１８

下記の日程により献血バスが柳津町に来町し、献血を実施しますのでお知らせします。
県内の献血者数は年々減少しており、特に若年層で献血者数の減少がみられます。献血にご協力いただ

いた方に、町から記念品をご用意しておりますので、ぜひこの機会に献血へのご協力をよろしくお願いい
たします。

■日　　時　令和８年10月16日（金）　13：30～16：30
■場　　所　柳津町役場　正面玄関前 

問　町民課保健衛生係　℡０２４１－４２－２１１８
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町民と町長の意見交換会のご案内

物価高騰対策（第２弾）として商品券を給付します

04

05

町民の皆さま一人ひとりの声を町政に反映し、住みやすく魅力ある柳津町を実現するため、町民と町長
の意見交換会を実施します。

参加を希望する方は、お申し込みください。詳細は、町公式Ｗｅｂサイトをご確認ください。

■開催日時・場所

■申込方法
下記のいずれかの方法によりお申し込みください。
①意見交換会申込書に記載し、柳津町役場みらい創生課または西山支所窓口で申し込み

申込書は町公式Ｗｅｂサイト上、およびみらい創生課みらい創生係・西山支所の窓口に備え付けてあり
ます。詳細を確認してから、お申し込みください。

②申込フォームでの申し込み
　右の二次元コードを読み取りお申し込みください。
③メールでの申し込み
　メール：mirai-sousei@town.yanaizu.fukushima.jp
　件名に「意見交換会申込」と記入し、町民と町長の意見交換会申込書を添付してお申し込みください。

問　みらい創生課みらい創生係　℡０２４１－４２－２４４７

昨今の物価高騰の影響を受ける町民の皆さまの支援、並びに消費喚起による町内事業者の皆さまを支援
するため、全町民に3,000円の商品券を給付します。

■対　象　者　令和８年８月１日現在において、柳津町に住民登録のある全町民
■給　付　額　町民一人あたり商品券 3,000円（500円券×６枚）
■利 用 期 間　令和８年10月１日～令和９年１月31日まで
　　　　　　　※９月30日頃から随時各世帯主宛に郵送でお送りしています。
■利用事業者　商品券郵送時に利用事業者一覧表を同封します。

問　総務課総務係　℡０２４１－４２－２１１４

開催日時 時　間 場　所 申込期限

本庁地区 令和８年10月30日（金）
13：30～16：30 ふれあい館会議室

令和８年10月19日（月）
18：30～20：00 会津柳津駅舎

申込フォームは
コチラ

「ちょっとした確認」が、大切な命と財産を守ります。
秋から冬にかけては、空気が乾燥し暖房器具など火を使う機会も増えてきます。
火災は、ほんの少しの不注意から発生することがあります。
この機会に、ご家庭の「火の用心」をチェックしてみませんか？

コンロの周りに燃えやすい物を置いてませんか？
調理中は、その場を離れないことが大切です。
もし離れる場合は、必ず火を消しましょう。

ストーブの近くに燃えやすい物はありませんか？
衣類や布団、カーテンなどを暖房器具の近くに置かないようにしましょう。

住宅用火災警報器は正常に作動しますか？
住宅用火災警報器は、火災を早期に発見し、逃げ遅れを防ぐための重要な設備です。
定期的に点検し、設置から長期間経過してる場合は交換を検討しましょう。

問　火事・救急・救助は１１９番へ！
　　会津坂下消防署柳津出張所　℡０２４１－４２－２１５０

秋の火災にご用心！06

県立宮下病院からのお知らせ07
肺炎球菌ワクチンをご存じですか？　　　　　　　　　　　　　　　  薬剤部

肺炎は、特に高齢者にとって重症化しやすい病気です。肺炎球菌は、肺炎の主な原因となる細菌の一つで、
ワクチン接種により、発症や重症化を予防する効果が期待できます。

令和８年度から、高齢者の肺炎球菌ワクチンの定期接種で使用されるワクチンがプレベナー20（PCV20）に
変更されました。定期接種の対象は、65歳の方などで、自己負担額は各市町村によって異なります。

プレベナー20は１回の接種で予防効果が長く持続します。また、定期接種の対象でない方も、医師と相談
のうえ、任意接種（自費）として接種することができます。接種
を希望する方は、ぜひご相談ください。



ほけんだより
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薬を安心して使うためには薬の正しい使い方を知ることが大切です
①薬の説明書をよく読みましょう。

薬の説明書には、効き目や副作用、保管上の注意など薬を正しく使うための情報が書いてあります。
②薬を飲むタイミングを守りましょう。

薬は決められたタイミングで飲まないと効果がなかったり、副作用を生じたりします。

【薬を飲み忘れてしまったら】
飲み忘れに気づいたら、すぐに飲むようにしましょう。ただし、次の飲む時間が近づいている場合は、そ
の分は飲まず、次の薬から通常通り飲みましょう。２回分をまとめて飲んではいけません。

③薬を飲む量や期間を守りましょう。
決められた量より多く飲んだからといって、よく効くものではなく、逆に副作用や中毒症状が現れること
があります。
また、症状が治まったからと勝手にやめてしまうと、病気が再発したり、完治しないことがあるので自己
判断はせず、医師や薬剤師などの専門家に相談しましょう。

④湿気、日光、高温を避けて保管しましょう。
薬は湿気や光、熱による影響を受けやすいため、湿度の高くない、直射日光が当たらない
場所で保管しましょう。有効期限が過ぎた古い市販の医薬品は未開封でも捨てましょう。

薬には大きく分けて２種類あります
①医療用医薬品

医療機関で医師・歯科医師がその人の病気、症状、体質、年齢などを考えて処方するお薬です。
症状が似ているからといって、絶対に他の人にあげないでください。

②OTC医薬品
自分の症状に合わせて薬局で買う事が出来る一般用医薬品です。また、その中で、今までは原則、医師か
ら処方されていた医療用医薬品のうち、副作用が少なく安全性の高い物でOTC医薬品として販売してい
るものを『スイッチOTC医薬品』と言います。OTC医薬品は２種類あります。
●要指導医薬品：医療用から市販薬に移行されて間もない医薬品のことで、薬剤師の対面による情報提供・
　　　　　　　　指導が義務付けられています。
●一般用医薬品：処方箋がなくても薬局やドラッグストアなどで買えるお薬です。

自分の健康は自分で守ろう!! セルフメディケーションのすすめ
セルフメディケーションとは、「自分自身の健康に責任を持ち、軽度な身体の不調は自分で手当てする」

（WHOの定義）ことです。例えば、日頃から健康に気を付けていても、軽いけがや風邪などの体調不良を起
こすこともあります。そんな時、薬局やドラッグストアなどで売っているOTC医薬品を上手に利用し、軽
度な不調のうちに自分で手当てすることなどになります。

セルフメディケーションを推進していくことは、国民の自発的な健康管理や疾病予防の取り組みを推進す
ることはもちろん、医療費の適正化にもつながります。

令和8年10月17日（土）から10月23日（金）は『薬と健康の週間』です

　● ポリファーマシーって知っていますか？ ●　
多くの薬を飲むことで、問題が生じている状態を指します。単に薬の数が多いという事ではなく、多

くの薬を服用している結果として、薬の副作用や有害事象が増えたり、飲み忘れや飲み間違いが起こり
やすくなるなどの問題につながる状態のことを言います。

特に高齢者では、生活習慣病などが重なり、処方が増えてポリファーマシーの状態になりやすい傾向
があります。

ポリファーマシーを予防・解消するには、ただ処方するお薬の数や量を減らせばいいと言うわけでは
ありません。薬を処方する医師や薬剤師等、医療従事者が十分に情報を共有して、不要な薬が処方され
ていないかを確認するなどの対策が必要です。

薬をより安全に使うために、お薬手帳を活用しましょう
●病院や、医院、歯科医院などへ行く時には、必ず持参し、処方箋と一緒に薬局に出しましょう。
　２つ以上の医療機関にかかっている場合、医師や薬剤師に見せることで、薬の重複や飲み合わせ、

薬の量が適切かなどを確認できます。お薬手帳は病院や薬局ごとに作らず、１冊にまとめること
が大切です。

●薬局・薬店（ドラッグストア）で、一般用医薬品（OTC医薬品）を買って服用した場合も記録して
おきましょう。記録しておくことで、処方されたお薬との飲み合わせなどが確認できます。

●お薬手帳を常に携帯することで、旅行先や災害時など、緊急で医療機関を受診した時に、自分が
使用しているお薬の正しい情報を伝えることができ安心です。

● ジェネリック医薬品を活用しましょう ●
ジェネリック医薬品を希望する場合は、主治医や薬剤師にご相談ください。

「ジェネリック医薬品」とは、先発医薬品と同じ有効成分で製造した薬のことで、同じ品質、効き目、
安全性があると国が認めた薬で、先発医薬品より低価格になっています。ジェネリック医薬品に変更す
ることで、医療費の自己負担額が安くなり、各医療保険者の医療費の軽減にもつながります。

● セルフメディケーションを上手に実践するポイント ●
●自分の健康状態と生活習慣をチェックする

定期的に健診を受け、自分のからだの状態を知っておくことが重要です。
また、バランスの良い食事、適度な運動、十分な睡眠時間の確保など、日ごろから健康を意識しまし
ょう。

●かかりつけの薬局や薬剤師を持ちましょう
自分の体質や状態、症状に合った薬を適切に使うことが大切です。
かかりつけの薬局や薬剤師を決めておけば、自分の症状や体質に合ったアドバイスを受けられます。

食　前 胃の中に食べ物が入っていないとき（食事の約１時間～30分前）
食　後 胃の中に食べ物が入っているとき（食事の後30分以内）
食　間 食事と食事の間（食事の約２時間後）　※食事中に飲むことではありません
就寝前 就寝する約30分前 頓　服 発作時や症状のひどい時

● セルフメディケーション税制を知っていますか？●
OTC医薬品の購入額が一定額を超えた時にその金額分が、課税所得から差し引かれる
制度です。申告対象となる1年間に健康診査やがん検診、予防接種のいずれかを受けて
いる方、医療費控除を受けていない方が対象となります。
※薬局やドラッグストア等で市販薬を購入した際のレシートや領収書は捨てずに保管し
ておきましょう。
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※
応
募
に
関
す
る
詳
細
は
募
集
要
項
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
会
津
ナ
ン
バ
ー

　
特
設
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

問
会
津
総
合
開
発
協
議
会　
事
務
局 

　
℡
０
２
４
２
－
２
４
－
６
３
１
２

　
み
ら
い
創
生
課
み
ら
い
創
生
係

　
℡
０
２
４
１
－
４
２
－
２
４
４
７

※
各
求
人
情
報
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１３
時
３０
分
～
１６
時（
受
付
１５
時
ま
で
）

■
場　
　
所

会
津
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス  

２
階  

会
議
室

■
内　
　
容

集
団
予
防
接
種
で
Ｂ
型
肝
炎
に
な
っ
た

人
と
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
た
弁
護
士

に
よ
る
相
談
会

問
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
・
福
島
・

　
山
形
事
務
所

　
℡
０
２
５
－
２
２
３
－
１
１
３
０

ふ
く
し
ま
生
活
・
就
職
セ
ン
タ
ー
で

は
、
就
職
に
つ
い
て
悩
み
を
抱
え
て
い

る
方
を
対
象
に
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
よ
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
主
な
支
援
内
容

・
専
任
の
相
談
員
が
常
駐（
男
女
各
１
名
）

・
就
職
相
談
、
職
業
紹
介

　
（
窓
口
・
出
張
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
電

話
・
メ
ー
ル
で
の
相
談
に
対
応
）

・
各
種
セ
ミ
ナ
ー
、
職
業
訓
練
情
報
の

提
供

・
生
活
資
金
情
報
、
住
居
情
報
の
提
供

林
退
共
は
昭
和
57
年
に
発
足
し
た
林

業
界
で
働
く
方
の
た
め
に
国
が
作
っ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、

従
事
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金

と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、

そ
の
従
事
者
が
林
業
界
を
や
め
た
と
き

に
林
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い

う
、
い
わ
ば
林
業
界
全
体
の
退
職
金
制

度
で
す
。

■
制
度
の
特
徴

・
掛
金
は
、
税
法
上
に
つ
い
て
、
法
人

で
は
損
金
、
個
人
企
業
で
は
必
要
経

費
と
な
り
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
免
除
し
ま
す
。

・
雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金

は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま

す
。

■
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

・
共
済
証
紙
は
労
働
日
数
に
応
じ
て
適

正
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
共
済
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
従
事
者

が
林
業
界
を
引
退
す
る
と
き
は
、
忘

れ
ず
に
退
職
金
を
請
求
す
る
よ
う
指

導
し
て
く
だ
さ
い
。

■
労
働
者
の
皆
さ
ん
へ

・
事
業
所
を
変
わ
る
と
き
は
共
済
手
帳

を
忘
れ
ず
に
受
取
り
ま
し
ょ
う
。

・
林
業
界
を
引
退
す
る
と
き
は
、
忘
れ

ず
に
退
職
金
請
求
し
ま
し
ょ
う
。

・
以
前
、
林
業
の
仕
事
を
さ
れ
、
林
退

共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
方
で
、
退

職
金
請
求
手
続
き
を
し
た
お
心
当
た

り
の
な
い
方
は
、
退
職
金
を
受
け
取

っ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済

機
構　
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
℡
０
３
－
６
７
３
１
－
２
８
８
９

　
FAX
０
３
－
６
７
３
１
－
２
８
９
０

特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給

付
金
等
の
支
給
に
関
す
る
特
別
措
置
法

に
つ
い
て
、
弁
護
士
に
よ
る
相
談
会（
無

料
）を
開
催
し
ま
す
。

個
人
情
報
は
厳
守
し
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
、
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
予
約
い

た
だ
く
か
、
当
日
会
場
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
な
お
、
予
約
優
先
と
な
り

ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
日　
　
時

令
和
８
年
１０
月
１７
日（
土
）

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）の
ご
案
内

01

弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型
肝

炎
特
別
措
置
法
相
談
会

の
開
催
に
つ
い
て

ふ
く
し
ま
生
活
・
就
職

セ
ン
タ
ー　

無
料
相
談

窓
口
の
ご
案
内

02

03

あ
り
、
被
害
者
の
救
済
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
、
よ
り
一
層

自
賠
責
制
度
の
役
割
や
重
要
性
、
保
険

金
・
共
済
金
の
支
払
い
の
し
く
み
な
ど

を
十
分
に
理
解
・
認
識
す
る
こ
と
が
と

て
も
大
切
で
す
。

■
未
加
入
・
未
更
新
で
乗
る
と
、
懲
役

ま
た
は
罰
金
の
対
象
に
な
り
ま
す

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
交

通
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を

目
的
と
し
、
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法

に
基
づ
き
、
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む

全
て
の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
、
自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し

で
運
行
す
る
こ
と
は
法
令
違
反
で
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

特
に
、
車
検
制
度
の
な
い
２
５
０
㏄

以
下
の
バ
イ
ク（
原
動
機
付
自
転
車
・

軽
二
輪
自
動
車
）は
有
効
期
限
切
れ
、

か
け
忘
れ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

自
賠
責
制
度
の
詳
細
は
、
国
土
交
通

省
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局

　
福
島
運
輸
支
局　
輸
送
・
監
査
部
門

　
℡
０
２
４
－
５
４
６
－
０
３
４
５

会
津
地
域
の
17
市
町
村
で
は
、
自
動

車
用
の「
会
津
版
図
柄
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
」 

導
入
に
向
け
、
会
津
の
歴
史
・
文

化
・
自
然
な
ど
、
地
域
の
特
色
を
表
現

し
た
作
品
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
最
優

秀
賞（
国
土
交
通
省
へ
の
提
案
デ
ザ
イ

ン
）に
は
、
賞
金
と
し
て
10
万
円
を
贈
呈

い
た
し
ま
す
。

会
津
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
に
限
ら

ず
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

■
募
集
期
間

令
和
８
年
10
月
15
日（
木
）ま
で

■
応
募
方
法

特
設
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
い
た

だ
き
、
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

・
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　
（
毎
週
木
曜
日
、
１３
時
〜
１７
時
）

・
完
全
予
約
制
で
落
ち
着
い
た
環
境
で

相
談
が
可
能

■
開
館
日
時

毎
週
月
～
土
曜
日　
１０
時
〜
１９
時

■
問
い
合
わ
せ
・
予
約

ふ
く
し
ま
生
活
・
就
職
応
援
セ
ン
タ
ー

会
津
若
松
事
務
所

℡
０
２
４
２
－
２
７
－
８
２
５
８

メ
ー
ル
：info-ouena@

pasona.co.jp

問
ふ
く
し
ま
生
活
・
就
職
セ
ン
タ
ー

　
会
津
若
松
事
務
所

　
℡
０
２
４
２
－
２
７
－
８
２
５
８

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は
年
々

減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
令
和
７
年

の
交
通
事
故
発
生
件
数
は
約
２９
万
件
、

死
傷
者
数
は
約
３４
万
人
と
、
国
民
の
誰

も
が
交
通
事
故
の
被
害
者
に
も
加
害
者

に
も
な
り
得
る
極
め
て
深
刻
な
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
す
べ
て
の

ク
ル
マ
・
バ
イ
ク
１
台
ご
と
に
加
入
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
加
害
者
の
賠

償
責
任
を
担
保
す
る
こ
と
で
、
被
害
者

の
基
本
的
な
賠
償
を
保
障
す
る
制
度
で

自
賠
責
保
険
・
共
済
の

ご
案
内

04

Web
サイトは
コチラ

柳
津
町
内
企
業
等

求
人
情
報
一
覧

06そ
の
他
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
次

の
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳細は
コチラ

求 人 者 名 株式会社 みとみ 共栄株式会社
勤 務 地 柳津町 他 柳津町
職 種 そろばん教室の先生 営　業
雇 用 形 態 アルバイト・パート（週２日～４日程度） 正社員
雇 用 期 間 期間の定めなし 期間の定めなし

応 募 資 格 高卒以上／普通自動車免許／年齢不問
子どもの頃の珠算能力検定３級程度（それ以下でも応相談）

高卒以上／普通自動車免許（必須）
年齢44歳以下

給与・賃金等 時給　1,100円　※試用期間中は955円 月給　217,000円～
休日休暇等 土日祝休み 会社カレンダーによる
問い合わせ先 ℡０２４２－２９－２２２２　大谷 ℡０２４６－２７－３３００　小林（管理部）

会
津
版「
図
柄
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
」の
デ
ザ
イ
ン

を
募
集
し
て
い
ま
す

05
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ご寄附（８月分・敬称略・掲載可能者のみ）

戸籍の窓（８月届出分・敬称略・掲載可能者のみ）

10月行事予定カレンダー （下段：休日救急診療当番医）
日 月 火 水 木 金 土

9／27 9／28 9／29 9／30 1 2 3
健幸クラブ（柳津）／
ふれあい館（10：00～）

乳がん検診／ふれ
あい館（9：30～）

4 5 6 7 8 9 10
市町村対抗福島県ソ
フトボール大会初戦

（対白河市）／相馬光
陽ソフトボール場

［相馬市］（11：15～）

乳がん検診／ふれ
あい館（9：30～）

スマホ教室／
会津柳津駅舎

（11：00～）
中学生議会（会津
柳津学園中学校
３年生）／役場議
場（10：00〜）

保育所開放日／柳保
（9：30～11：00）
校内駅伝記録会／中学校・
町内（10：30～12：00）
健幸クラブ（西山）／
ゆきげ館（10：00～）
行政相談会／役場

（10：00～12：00）

こばやしファミリーク
リニック（会津美里町）
℡0242-55-0388

11 12 スポーツの日 13 14 15 16 17
スポーツフェス
タ2026／BG体

（9：00～）

３歳児健診／銀山
荘（13：00～）
スマホ教室／会津柳
津駅舎（11：00～）

健幸クラブ（柳津）／
ふれあい館（10：00～）

献血／役場
（13：30〜16：30）

柳津小秋祭り／柳小
（9：00～11：30）
西小きらきらフェス
タ／西小（9：00～）

星医院
（会津坂下町）
℡0242-83-2136

昭和村国保診療所
（昭和村）
℡0241-57-2255

18 19 20 21 22 23 24
柳津町秋季検閲式
／運公（10：00〜）

子育てカフェ／
銀山荘（9：30〜）

健幸クラブ（柳津・
西山）（10：00～）

金山町国保診療所
（金山町）
℡0241-54-2031

25 26 27 28 29 30 31
第23回福島県知
事選挙投票日

（7：00〜18：00）

校内マラソン記録
会（柳小）／柳小

（9：00～12：00）
乳児健康相談／
銀山荘（9：30～）

健幸クラブ（西山）／
ゆきげ館（10：00～）

柳輝祭（中学校文
化祭）／中学校

（8：45～15：30）

吉川医院
（会津美里町）
℡0242-56-3358

※坂下厚生総合病院・高田厚生病院・県立宮下病院は、当日は通常
診療は行わず、急患の方だけを診察いたします。また、救急告示
病院ですので、当番日以外でも急患の方は診察いたします。

※各医院の都合により、当番が変更になる場合がありますのでご了承
ください。

■柳津町へ

一般寄附〈企業版ふるさと納税〉

㈱アガルート

■町社会福祉協議会へ

ご遺志

田　﨑　　　浩　（細　越）

長谷川　勝　広　（喜多方市）

10月の納期限は11月2日（月）です
【口座振替引落日：10月26日（月）】

柳津町は納税完納推進の町です
納税により、皆さんの暮らしが成り立っています。
納期限内に納めましょう。
※納期限を過ぎると延滞金が加算されます。
問   総務課税務係　℡０２４１－４２－２１１３

町県民税 ３期 総務課税務係
℡０２４１－４２－２１１３

国民健康保険税
（普通徴収） ４期 総務課税務係

℡０２４１－４２－２１１３

後期高齢者保険料
（普通徴収） ３期 町民課保健衛生係

℡０２４１－４２－２１１８

住宅使用料 10月分 建設課建設係
℡０２４１－４２－２１１７

農集排・林集排・
簡易排水使用料 10月分 建設課上下水道係

℡０２４１－４２－２１１７

■ご結婚

菊地雅哉（五畳敷） ♥ （旧姓：千葉）心寧（会津美里町）

■ご誕生

鈴
スズ

　木
キ

　蓮
レ

　生
イ

　（細越・和憲と悠の子）

増
マス

　井
イ

　爽
サ

久
ク

音
ト

　（細越・我久と一穂の子）

齋
サイ

　藤
トウ

　永
エ

　茉
マ

　（野老沢・一樹と真李亜の子）

■ご逝去

田　崎　貞　子 101 （野老沢）

長谷川　章　一 90 （湯八木沢）

一ノ瀬　伸　裕 53 （安久津）

柳津防災行政情報アプリ
（左 Android、右 iOS）

柳津町防災
行政メール配信

柳津町公式
LINE

柳津町公式
インスタグラム

広報誌配信アプリマチイロ
（左 Android、右 iOS）

柳津町のアプリ・SNSをぜひご利用ください！

協力隊だより

柳津町に林業の灯をのこし隊！　 髙鷲 淳一（林業後継者育成）

vol.4

入隊して１年半経ちました。主に杉原造材さんの伐採現場で、林業の仕事を習っています。
チェンソーの使い方を覚えたり、最近では車両系木材伐出機械の運転の資格を取得した
りして、早く一連の仕事をこなせるようになりたいです。林業の仕事には危険が付きもの
ですが、安全対策をしっかり身に付け、事故のないよう取り組んでいきます。また、町の様々
な催しにも参加し、町民の方 と々も交流を深めて行けたらと思います。これからも、町に
残って活動できるよう、頑張っていきますので、引き続きよろしくお願いいたします。
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発
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柳
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ら
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創
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生
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〒
969–7201 福

島
県

河
沼

郡
柳

津
町

大
字

柳
津

字
下

平
乙

234番
地

電
話

 0241－
42－

2447　
FAX 0241－

42－
2505

https://w
w

w
.tow

n.yanaizu.fukushim
a.jp

■
人

　
口

　
2,708人（

±
0）／

男
1,341人（

−
1）、

女
1,367人（

＋
1）

■
世

帯
数

　
1,166世

帯（
−

2）
※

令
和

8年
9月

1日
現

在（
住

民
基

本
台

帳
）


